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振幅比Ⅹ:y 1:(βC-I- β-1)1/2 1:(βt-1-β~1)1/1 1:1

βell;臨界温度 β1-1;三重臨界温度 pt;三重臨界縮退度
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京大教養 川 崎 辰 夫

先に報告した (P.T.P.58 (1977),1357), 二元合金の相分離の際の磁気相互作用

の効果の内の,静的性質に対する結果によると,結局の所 Ⅰ …JAA -2JAB+JBBの符号

が重要な役割を演ずる｡ Ⅰ>0ならば相分離過程に効果的に磁気相互作用が働き,Ⅰ<

0ならば磁性混晶を形成 しようとする作用の為,相分離は抑制されるOこれは動的な振舞

にも当然大きな影響を与える｡本研究では,次のハミル トニアンで記述される磁性二元

合金

H - -∑VijPiPj-∑JijOiOj-∑ⅠijPiPjOiOj (P:A(十1),B(-1))0:j:1

(J…JA A+2JAB+JBB)についてBiuderの処法に従って連立 TDGL方程式をつくり,

両秩序過塩の相互作用を調べた｡
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両秩序過程が動的に結合した形態は (i)磁気秩序が瞬時に完成 し,格子秩序過程がそ

の環境の下で徐々に進行する場合, (ii)磁気秩序の形成時間が格子秩序過程の初期に大

きな役割を果す場合, (iii)両秩序過程が完全に動的に結合 している場合等が考えられるO

合金が固体の場合は,両者の緩和時間が十分分離されていて容易に動的結合は生じない

が,ここでは (lil)の場合を想定する事により両過程間の関係を論 じたo

磁気相互作用の静的な効果 としては,共存曲線 (相分離温度 ),スピノダ′レ線,のシ

フ トを通 じてあらわれる間接的な面があるo臨界波数 kcが Ⅰ>Oでは大きい方-シフ

トし,相分離に役立っクラスターの範囲を拡げ, 1く 0では長波長領域にkcがずれ,

Ⅰくく0の領域で k-0のモー ドが最大成長モードとなる為,相分離を示さなくなる｡ 磁

気相互作用のない場合,系 自身に相分離機構を内蔵 していなくても(Ⅴ-0), Ⅰが或る

値以上になれば相分離を起こしうる｡

動的な側面の内,線形成長速度は以上にのべた静的な側面の反映としてとらえられる｡

両秩序形成過程の相互依存性は求めたTDGI｣方程式の最低次の結合項からの寄与 を 見

る限 り,やはりⅠの符号が重要である｡即ち Ⅰ>0では本来の成長速度 を磁気秩序形成

過程が加速 し, Ⅰ<0では抑止効果を示す｡ Iくく0ではやはり-様なモー ドのみが動

的にも安定存在とな り,相分離は起 らない｡

以上の議論を格子秩序過程のみを記述するTDGlJの振舞と対比させながら行った｡

* 詳細はブレブT)ントにゆず ります｡

臨界二成分溶液 におけるスピノダル分解

九大 ･理 川 崎 恭 治

太 田 隆 夫

最近 ,無限自由度系の不安定状態の崩壊過程の統計力学的研究が盛んである｡ 現象と

しては,スピノダル分解が古くから合金等で観測されていた｡理論的にはTDGI.モデ

/レに基いた解析 1)や交換型動的イジングモデルについての計算機実験2)がある｡しかし,

現実の結晶では格子の歪みや二相の格子定数の違いが重要であり,それらは揺 ぎの時間
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